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ビヨンド2nmが難所

                                   　　                                      　　
　日本の半導体復活に向けて、ステップ1は、大方の悲観説を裏切って、TSMCの熊本誘致に成功、予算規模も増え、取り敢えずは、評価できるだろう。半導体不足もあり、国民の認知度も高まった。半導体は、技術や企業の経営はもちろん、米中摩擦に絡んで国家安全保障にも関連、マスコミや様々なアカデミック分野からも関心が高まっており、これまでにないマスコミ登場であり、これも大きいだろう。
　既に、ステップ1.5といえる、ポスト5Gやデータセンタ、更にEV関連のパワー半導体などのプロジェクトも始まりつつある。政府のデジタル田園都市構想やデジタル日本改造(小生のデジタル日本列島改造論と同様)でも、半導体が取り上げられ、半導体の重要性は浸透、政治家やマスコミ、一般大衆、株式市場などのムードは盛り上がりつつある。
　これからは第2ステップである。2025年からのビヨンド2nmが重要になるが、ここが最大の難所である。2025年以降は、現在の5～10nm位に相当、データセンタのエッジサーバや、スーパーコンピュータ、基地局向けのプロセッサには必須となる。この第2ステップに失敗すると、デジタル日本改造、日本のDXは大きく遅れ、第3ステップの計画も破綻する。第1ステップだけの短期でのサプライチェーン問題の解消や部分的な競争強化にしかならない。これを5W1Hならぬ6W2Hで検証したのが下表である。
[image: image1.png]$127v7 $1527v7 $227v7 $327v7
TSMCHEFRFEEL
TSMC < IFHE
What HZF5G7OER, /ST, et
F—REyR . - - FYRNAFHE
r E3av Fanm
KEnpE xBHE
When 20212022 2022~ 20254 — 20304 20304
Why Y774Fz—> FORNM v 7 TR ||Bmekl F—LFzvd
Where A, oK 2E 2E 2E
Who V==, TIA aEl. ERNE ?7? NTTS
Whom  [TSMC A—F—(TR¥¥-%) |[4 ¥ 71, IBUE
How BB HAEEAK R&D, 17 74& HRERAK HFEFAZ O
How much |&FEA BFEA BIEA I ?




出所：若林秀樹2022
日本DX、デジタル日本列島改造では、高齢化社会で、国民の命を守ることは最重要である。その上で、産業の競争強化である。
国民の命を守る上では、第一が自然災害が増え、インフラ老朽化の中での防災、第二が高齢化社会での交通事故、第三が、高齢化社会と地方での遠隔医療である。
命を守る防災では都市や山間部の点群データでデジタルツインにすることが必要であり、膨大な計算量とメモリや回線容量がいる。自動運転では、交通事故防止が不可欠だが、そこでは既に構築されている地図に加え、スリップを防ぐための足回り系のブレーキやタイヤと連動した路面マップがリアルタイムで更新されなければならず、これまた膨大なエッジ領域での計算がいる。更に、将来の遠隔医療では、自宅で患者が医師のアドバイスのもと超音波プローブを使い、撮像した3D精細画像を送って診察、遠隔治療もあるだろうが、これまた高信頼で遅延のないデータ処理や通信容量がいる。これらは、まさに、国民の命を守る高速計算処理であり、地域格差があってはいけないデジタルインフラだ。
これらのデジタルインフラを支えるのが、ビヨンド2nm技術となる。EUVは当然となる。技術的には、TSMCが今年から試作というところで、2025年では量産段階だろうが、供給量は不明で、サプライチェーン問題が起こる可能性がある。データセンタ向けプロセッサでは、新たなデバイス開発が進められるが、2025年に使うにしても、その前に、プロセスもある共有が必要で試作もいるだろう。それゆえ、日本国内でビヨンド2nmの量産工場が必要かどうかは別にしても、最低限の試作ラインは必要だろう。現在、国内で使われたことのないEUVも必須となるが、納期2年超で、2022年中に発注しないと手遅れになる。巨大なEUVを入れる建屋CRや電力設備もいる。熊本誘致のラインは20nm級であり、全く異なり対応は難しい。産総研のSCRは、微細レベルやキャパから、追加投資をしても、論外だろう。
もし、数千枚程度の試作ラインでも、EUVと関連設備や建屋、それ以外のエッチャーや成膜など多数の設備が必要であり、数千億円以上、1兆円近い金額が必要になる。また、それなりの装置立上げも含め、エンジニアが必要である。そして何よりも、この巨額なカネ、ヒトのリソース、その主体が問題である。
残念ながら、現在の日本の半導体メーカー、総合電機メーカーは、過去の経緯や資金面などもあり、難しいだろう。可能性は、従来から提案している、ルネサス分割で、ファウンドリ会社とし、ここに資金を投じるか、キオクシアやWDのNAND工場でレガシーラインの一部をロジックに転換することだ。しかし、前者はINCJなどの判断もあり、後者は既に全棟がバーチャルFabで連携しており、難しい。
何よりも重要なのは経営者である。当の半導体メーカーでは当事者であり、過去の苦い経験もあり、冷えている。OBなどには、なお熱い志がある場合もあるが、大きなサポートが必要であろう。
現在、可能性があるのは、まず、第3ステップの主体となるNTTである。半導体の研究もしており、ここが参入を表明すれば総合電機も一気に変わるだろう。次が日本電産である。かつてルネサス買収の件もあり、今なら可能性もあり、実行力も含め期待したい。あとはユーザーであるファナック等だ。そして、最後は、化学メーカーであり、半導体材料だけでなく、上流へ進出することになる。過去には鉄鋼メーカーが多角化に挑戦した。40年を経て時代は変わった。サプライチェーンの上でも垂直統合はありえよう。
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